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本論文で坑 長野県諏訪市域をフィール ドとし1, 倍に市内東北部の霧ヶ峰高原における土地利

用形態の特殊性を.その規制因子 とともに考察することを 目的 とした｡論文構成は次の通りで奉る0

第 Ⅰ章 地域概説 第 甘葦 霧 ヶ峰高原の自然

第Ⅲ章 霧 ヶ峰高原の土地利用形態 と規制因子 第 Ⅳ章 要約

諏訪市は長野県の倒 嘗中央に位置L, 県内でも都市化の進んだ高原都市で奉るが.市域内の霧 ヶ

峰高原はその地理的位置や地形的右利きに もかかわらず,積極的を土地利用が余 b行奇われ ていを

しハ o

高原は北東部の車山を最高峰として南西方向に緩斜するアスピーテ式火山雪 その緩斜部は車山

熔岩流の堆積原面 と一致する｡この後斜面上には沢渡層 と呼ばれる含角僚ローム層がのっている.

高原内には見るべき水系は夜い.

この媛斜面は現在のところスキー場 やグライダーの練習場に食っているが, ごく一部の開拓にみ

られる農業的土斬 り用のほかには積極的夜土地利用が見られをレゎ 高原では標高 1,300m以上がこ

の緩斜面とそってvlるが, そのほとん どが原野で矛少,植林 も最近進んではいるが,樹木の生育限

界が 1,700mあた りで, それ よb上ではわずかを濯木が谷筋にみ られるのみであるo上述の開拓

地は科の木開拓地 霧ヶ峰開拓地,霧ヶ峰大規模畜産協業農場等で奉るが,霧 ヶ峰開拓地を除V,て

は, 事実上失敗におわってVlる｡スキー場 としての観光集落は高原上部の強清水に集中して集団施

設地区と夜 -ているO この ようにほ とん ど土地利用 とい うべきもののない高原では診るが, その利

用形態の特色はそれらがほとんど皆共同的夜利用であるとい う点にある｡ この特色はこの地域の現在

の共同的土地所有形態に直接起因 していることは言うせで もをいが, さらに考える怒ら喧 こうい

った共同的土地所有に至る前段塔に怯 部落による高原の共同利用および入会権行使 とい う大き夜

基盤が養った事は動かすことので き貴い事実である｡霧ヶ峰高原 とい う地域を明治以前から今 日に

至る膏でその最 も基底部において規制し続けできた部落共有地お よび入会地の変遷は図の どとくで

あるO これらの過去の土地所有制度の影響は,鉄平石の入会採石場や植林状況, 観光業をどの上に

顕著にあらわれてV,る.
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この ように,過去の共有地 入会地の名残 りをとどめている現在の土地利用でさらにそれを大き

く規制する ものとして気候を奉げることができるが.科の木や霧ヶ峰大規模畜産協業農場夜どの開

拓地の失敗の例をみて もわかるように, この土地の気候の厳 しさが,樺棒的杏土地利用を妨げてい

る大き夜要因の 1つで蘇ることは牽きらかで象るO 気温の低さ.年間を通じての霧の多発とそれに

関連する日照率の低さ,高温 かよtie,地形的遮蔽物がをVlための強風等の悪条件怯 高原上の植

生を支配することによって^間活動にも大きを影響を与えるに至ったので奉る｡

こうして高原はそのアプローチの良S,広大夜緩斜面の存在 豊か杏天然記念物にもかかわらず,

現状ではそれ らをもて余しでいる状態で参るo 様々の農業的試み も失敗 した今,考えられる最 も有

力夜開発は.現在かをb成功 している観光地としての利用を伸ばしてゆ (ことでは葱いかと思われ

るので奉る.土地所有が共 同で奉ることは観光地としての総合的で大規模を開発をするに も資金調

達の面等から有利である｡農業上では不利夜自然条件を逆に利用することのできる観光方面での開

発はまだこれからその可能性が充分に考えられるだろうoただ,開発の途上においT, この高原の

す ぐれた自然を破毅することにをる走ら(ま,非常に残念をことであるし, しか もそういった危険性は

充分あるのであるから, 自然保護とV,う基本的立場にたって開発を進めてゆかない走らは ひいて

はそれが開発の可能性を自ら摘みとってしすうようを事に在る恐れ も多分にをるのである.
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